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友
好
都
市
交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
事
業
者

　
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
で
市
の
特
産
品
を
販

売
す
る
農
家
、事
業
者
、団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
活
動
す
る

　
農
家
、事
業
者
、団
体

※
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

費
▽
出
展
料：市
負
担

　
▽
旅
費・運
搬
費
等
経
費：出
展
者
負
担

申
５
月
19
日（
月
）ま
で
に
出
展
登
録
票
を
農

　
政
課
へ
提
出
。出
展
登
録
票
の
入
手・提
出

　
先
等
詳
細
は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

他
▽
希
望
者
多
数
な
ど
で
希
望
す
る
イ
ベ
ン

　
ト
に
出
展
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
▽
悪
天
候
等
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ

　
た
際
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
▽
必
要
に
応
じ
て
出
展
予
定
者
向
け
の
説

　
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
３
０

農
産
物
等
の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
者

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、安
曇
野
の
清
ら
か
な
水

で
育
ま
れ
た
農
産
物
や
加
工
品
等
の
販
売
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

内
次
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方

　
▽
10
月
開
催
の
同
国
で
の
イ
ベ
ン
ト
出
展

　
▽
同
国
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

対
市
内
で
農
産
物
等
を
生
産
ま
た
は
そ
れ
ら

　
を
使
用
し
た
加
工
品
を
製
造
し
て
い
る
事

ゆ
る
～
く
つ
な
が
る
出
会
い
の
場
！

ゆ
る
つ
な
茶
話
会

　
誰
で
も
自
由
に
集
ま
り
、
ゆ
る
～
く
交
流

で
き
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
。
自
分
の
思
い
や

や
り
た
い
こ
と
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
24
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
市
役
所
１
階
東
側
ロ
ビ
ー

内
▽「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
！
や
り
た
い

　
で
す
！
」Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
▽
ゆ
る
～
く
つ
な
が

　
る
お
し
ゃ
べ
り
会

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
71
・
２
０
１
３

寄
せ
植
え
講
習
会

　　
寄
せ
植
え
の
基
本
や
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

日
５
月
15
日（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

場
碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

費
１
０
０
０
円　
定
20
組（
先
着
順
）

持
手
袋
、
移
植
ご
て
、
寄
せ
植
え
を
持
ち
帰

　
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

申
４
月
21
日（
月
）か
ら
５
月
7
日（
水
）に
電

　
話
で

問
都
市
計
画
課

℡
71
・
２
２
４
９

樹
木
剪
定
講
習
会

　
実
践
を
交
え
、
樹
木
剪
定
の
技
術
を
習
得

し
ま
す
。

日
６
月
22
日（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

　
業
者

費
出
展・出
品
費
無
料（
渡
航
費
用
は
自
己
負

　
担
。
農
産
物
等
販
路
拡
大
推
進
補
助
金
の

　
対
象
）

申
４
月
30
日（
水
）ま
で
に
申
込
書
を
農
政
課

　
へ
提
出
。
申
込
書
は
同
課
・
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら

　
入
手
で
き
ま
す
。

他
５
月
８
日（
木
）に
申
込
者
を
対
象
と
し
た

　
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
農
政
課　

℡
71
・
２
４
３
０

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
常
念
っ
子
」メ
ン
バ
ー

　
親
子
で
活
動
す
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。親
子
の
絆
を
深
め
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

日
５
月
21
日
～
３
月
18
日　

　
毎
月
第
３
水
曜
日
、
午
前
９
時
～
正
午

場
堀
金
公
民
館
ほ
か

対
満
１
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
保
護
者

費
子
ど
も
１
人
年
額
５
０
０
円

申
４
月
30
日（
水
）ま
で
に
申
込
書
を
堀
金
公

　
民
館
へ
提
出
。
申
込
書
は
同
館
・
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

　
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
堀
金
公
民
館

℡
72
・
５
７
９
６

さ
と
ぷ
ろ
。
学
校
第
10
期
生

　
里
山
や
森
林
の
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け

な
が
ら
、
里
山
で
の
活
動
を
行
う
受
講
生
を

場
堀
金
中
央
公
園

講
安
曇
野
市
緑
化
協
会

費
無
料　
定
20
人（
先
着
順
）

持
剪
定
バ
サ
ミ
、手
袋
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、雨
具

申
４
月
21
日（
月
）か
ら
５
月
30
日（
金
）に
電

　
話
で

問
都
市
計
画
課

℡
71
・
２
２
４
９

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
座（
ゴ
ー
ヤ
編
）

　
ゴ
ー
ヤ
で
作
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
大
き
く

育
て
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
参
加
者
に
は
苗

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
５
月
24
日（
土
）
午
前
10
時
～
11
時

場
市
役
所
４
階
大
会
議
室

内
▽
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

　
▽
ゴ
ー
ヤ
で
つ
く
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
育

　
て
方
に
つ
い
て

講
あ
づ
み
野
風
土
舎
ほ
か

費
無
料　
定
50
人（
先
着
順
）

申
５
月
12
日（
月
）か
ら
16
日（
金
）に
電
話
で

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課

℡
71
・
２
０
８
５

募
集
し
ま
す
。

日
５
月
29
日（
木
）～
11
月
26
日（
水
）

　
全
７
回
、６
月
以
降
は
各
月
最
終
水
曜
日
。

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
市
内
の
里
山

内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
伐
木
講
習
、
竹

　
林
・
赤
松
林
整
備
な
ど

対
全
日
程
に
参
加
で
き
る
安
曇
野
市
近
隣
市

　
町
村
在
住
者
で
、
修
了
後
、
市
内
の
里
山

　
で
活
動
を
希
望
す
る
人

費
９
０
０
０
円　
定
15
人（
先
着
順
）

申
４
月
23
日（
水
）か
ら
５
月
７
日（
水
）に
申
込

書
を
耕
地
林
務
課
へ
直
接
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル（

kouchirinm
u@

city.azum
ino.

nagano.jp

）
で
。
申
込
書
は
同
課
・
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
耕
地
林
務
課

℡
71
・
２
４
３
２

　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
希
望
す
る
時
は

気
軽
に
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
・

市
補
助
制
度
説
明
会

　
補
助
金
の
概
要
や
申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
解
説
し
ま
す
。
補
助
金
を
有
効
に
活
用

し
て
自
社
事
業
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
ま

説
明
会
・
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

し
ょ
う
。

日
５
月
14
日（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

場
安
曇
野
市
商
工
会
穂
高
会
館
２
階

内
▽
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
概
要

　
▽
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
申
請
時

　
の
ポ
イ
ン
ト

　
▽
市
補
助
制
度
の
説
明（
工
業・商
業
）

対
市
内
事
業
者

講
長
野
県
商
工
会
連
合
会
職
員・商
工
労
政
課

　
職
員

定
▽
会
場：30
人（
先
着
順
）

　
▽
オ
ン
ラ
イ
ン：１
０
０
人（
先
着
順
）

申
５
月
９
日（
金
）ま
で
に
左
記
２
次
元
コ
ー

　
ド
か
ら

問
商
工
労
政
課

℡
71
・
２
０
４
１

第
37
回
松
本
地
区
植
樹
祭

日
６
月
24
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

場
室
山（
三
郷
小
倉
）

※
荒
天
時
は
小
倉
多
目
的
研
修
施
設

内
▽
式
典
▽
記
念
植
樹
・
植
樹
・
育
樹
作
業

費
無
料　
定
20
人（
先
着
順
）

申
５
月
１
日（
木
）か
ら
30
日（
金
）に
参
加
者

　
の
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

　
を
耕
地
林
務
課
へ

問
耕
地
林
務
課

℡
71
・
２
４
３
２ 

kouchirinm
u@

city.

　

azum
ino.nagano.jp

　
小
説『
安
曇
野
』の
第
１
部
か
ら
第
３

部
の
登
場
人
物
の
中
で
、
出
演
数
一
番

を
誇
る
木
下
尚
江
が
登
場
し
ま
す
。
そ

の
七
か
ら
一
一
ま
で
の
ぺ
ー
ジ
ほ
と
ん

ど
が
、
尚
江
の
出
生
や
家
庭
環
境
、
初

恋
、
結
婚
、
法
律
家
へ
の
思
い
な
ど
、

尚
江
自
身
の
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
、
弁
舌
の
名
家
と
言
わ
れ

る
尚
江
ら
し
い
名
調
子
で
、
延
々
と
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
尚
江
の
対
話
の
相
手
の
一
人
に

風
巻
久
美
子
が
い
ま
す
。久
美
子
は『
安

曇
野
』の
中
で
唯
一
の
架
空
の
人
物
。

彼
女
は
編
集
者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
久

美
子
の
名
前
が
消
え
た
後
に
臼
井
本
人

が
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
は—

—

。
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
読
み
深
め
る

の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
こ
の
部
分
で
外
せ
な
い
の

が
相
馬
良
の
言
葉
で
す
。「
男
と
い
う

男
は
卑
怯
、
女
に
対
し
て
は
」（
そ
の

一
一
）、「
こ
れ
は
、
わ
た
し
の
田
舎
に

つ
い
て
の
、あ
ら
ま
し
の
観
察
で
す
わ
。

な
に
も
穂
高
の
村
が
ど
う
の
、
こ
う
の

と
い
う
の
で
は
な
い
わ
」（
そ
の
一
三
）

と
語
り
、
慣
れ
な
い
穂
高
で
の
暮
ら
し

に
い
ら
だ
ち
を
見
せ
始
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
三
の
終
末
で
愛
蔵
が

「
お
れ
も
、
だ
い
た
い
は
察
し
が
つ
い

た
。
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
な
ん

だ
。
と
っ
く
り
考
え
て
み
る
こ
と
に
す

る
。」
と
良
に
伝
え
、
い
よ
い
よ
上
京
。

「
類
稀
な
る
女
性
実
業
家
・
黒
光
女
史
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。

第
２
回

第
１
部
（
そ
の
七
か
ら
一
三
）　
黒
光
女
史
の
誕
生

登場人物に寄せて
■木下 尚江
松本中学校、東京専門学校

（現早稲田大学）に学ぶ。幸
徳秋水らと社会民主党を結
成。弁護士/社会運動家/作
家 /記者

お詫びと訂正
378号（3月20日発行）2頁
写真キャプション

【誤】保坂裕子さん
【正】保阪裕子さん
お詫びして訂正します。

目
を
閉
ち
て
拝
む
我
身
の
活
き
佛

迷
ふ
心
そ
す
く
ひ
な
り
け
る　
尚
江

木
下
尚
江
書（
市
文
書
館「
木
下
尚
江
資
料
１
」）

目
を
閉
ち
て
拝
む
我
身
の
活
き
佛

迷
ふ
心
そ
す
く
ひ
な
り
け
る　
尚
江

木
下
尚
江
書
（
市
文
書
館
「
木
下
尚
江
資
料
１
」）


